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する1.0 M 過酸化水素を用いた光分解法による殺菌効果を Staphylococcus aureus, Enterococcus faecalis , 
Streptococcus muωns， Aggregatibacter actinomycetemcomitans を供試菌として調べた。最後に低濃度過酸
化水素でも高い殺菌効果を得るための因子として熱エネルギー付与に着目し，ヒドロキシルラジカル




いずれも増強した。加えて， ヒドロキシルラジカル生成量が同程度の条件(例: 550C , 500 mM 過酸化
水素と 250C ， 1000 mM 過酸化水素 H (+) L (+))においては，高い温度・低濃度の条件下でより高い
殺菌効果が得られた。
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ルの濃度に相当する1.0 M 過酸化水素を用いて光分解を行った殺菌試験では， Staphylococcus aureus, 





素に匹敵するヒドロキシルラジカルの生成が可能であることを示した。さらに， S. mutans, E. faecalis の
懸濁液を用いた殺菌試験から，殺菌効果も温度上昇に伴って増強することを確認した。ヒドロキシル
ラジカル生成量が同程度の条件 (550C , 500 mM 過酸化水素と 250C . 1000 mM 過酸化水素 H (+) L (+)) 
においては，過酸化水素濃度よりも温度の影響が大きく，ヒドロキシルラジカルは温度と相乗的に殺
菌効果を発揮した。
これらの結果は，過酸化水素光分解殺菌技術が口腔内細菌の殺菌に効果的であり，適切な条件を設
定することで過酸化水素の濃度を下げても抗菌活性を高く維持できることを明示したものであり，口
腔感染症への新しい治療法開発，歯科医療の発展に大きく貢献するものである。よって，本論文は博
士(歯学)に相応しいものと判断する。
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